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研 究 主 題

生徒一人一人が進んで創意工夫 し,主 体的に学習する態度を育てる指導法の工夫

1研 究主題設定の理由と研究の進め方

1.研 究主題設定の理 由

技術 ・家庭科では,基 礎的 ・知識 と技術の習得を通 して創意工夫する能力 と実践的な態度

を育てることを目指 している。そのため,学 習指導においては,実 践的 ・体験 的な活動 を充

実 ・発展 させるとともに,生 徒一人一人が積極的に創意工夫 を行 うことができるような学習

を展開す る必要がある。

生徒のまわ りには,興 味 ・関心 をひきっけるいろいろな製品 が多 くで まわ って いる。 それ

故,生 徒 は自分の欲求に従い,い っでもす ぐに完成 された製品を手 に入れることができる。こ

のよ うな中で,生 徒が実践的 ・体験的 な活動を通 して積極的 に自分 の生活をよりよくしてい

こうと創意工夫する機会は極めて少ないと言 える。技術 ・家庭科 の授業 にお いて は,作 品 を

作 る・調理をするということには興味 ・関心 を示すが,基 礎的 ・基本的な学習 とな ると真剣

に取 り組まない傾向がみ られ る。この ことを改善するためには,授 業 にお いて,生 徒一人一

人が進んで創意工夫 し,主 体的に学習す る態度を育て る指導法の工夫が大切 であると考える。

そこで,(1)生 徒が興味 ・関心を もてる題材の設定を図 り,主 体的な学習活動 をする,(2)学

習の中に生徒が選択で きる場を多 くす る,(3)学 習 した内容を活用 し創意工夫する場を設 け,

家庭生活や社会生活 に生かせるよ うにする,(4)学 習の過程での評価を積極的に行い生徒の意

欲 を高 めることに重点 を置 き研究 を進めることとした。

2.分 科会の構成と研究の主な内容

各分科会 ごとの研究主題 は,次 の とお りである。

(1)[栽 培]都 市 における環境条件を踏まえた作物栽培 の指導法の工夫

(2)[情 報基礎]プ ログラム学習に意欲的に取 り組ませ るための指導法の工夫

(3)[家 庭生活]家 族の一員 として,家 庭の経済にっいて関心を もち,生 活を見直 し,生 活

をよりよくしようとする態度 を育てる指導法の工夫

(4)[食 物]「 めん類を用いた調理」への興味 ・関心を高め,主 体的 に学習 し実践す る

態度を育てる指導法の工夫
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II研 究 内容

[栽 培]領 域

1.研 究の進め方

(1)領 域設定の理由

作物を栽培することは,人 間生活にとって欠 くことのできない営みの一っである。

技術 ・家庭科 における 「栽培」領域 は,「作物の栽培を通 して,作 物 の生 育条件 と栽培技術

との関係 にっいて理解 させ,作 物 を計画的に育成す る能力 を養 う。」を目標 としている。

最近の学校 や地域の環境 をみると,日 照,時 期,土 壌等 の条件が十分に整わないなどの理由

によ り,そ の目標 を達成 しにくい領域 ととらえ られている場合が多い。

また,都 市化が進む中で,最 近の生徒 は,植 物 と じかに接 しなが ら生活する機会力沙 なくなっ

てお り,作 物を育て るとい う体験的な学習ができに くくなっている実態がある。

そこで,本 研究班は,「 栽培」領域の指導を通 して,生 徒が主体的に学習 す る能力 を養 うた

めの指導法の工夫にっいて研究を進 めることとした。

(2)研 究の構想

研究を進 めるに当たり,研 究員所属の各区市内中学校 の実施状況 の調査及び生徒の栽培の経

験や意識調査を行 い,中 学校の現状や生徒の実態を踏まえなが ら次のように研究の構想 を立て

た。

① 実体調査の分析 と考察

② 研究方法

③ 学習 目標を明確 に した指導計画の作成。

④ 授業研究

⑤ 研究のまとめと今後の課題

(3)研 究方法

① 栽培条件の提示(日 照,時 期,土 壌)

② 立地条件の工夫

③ その他の栽培方法 を工夫

④ 栽培計画の立案

⑤ 計画を実施

⑥ 記録

⑦ 評価
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2.研 究の内容

(1)実 態調査及び考察

研究を進めるに当たり,生 徒 の栽培 に関する興味 ・関心 にっ いてア ンケー ト調査を実施 した。

(都内公立中学校5校 第3学 年860名)

① 植物の栽培に興味があ りますか。

興味がある43.1%興 味がない3.1%ど ち.らで もない49%

② あなたの家庭では,野 菜類や果物などの栽培を したことがあ りますか。

ある46%な い53.8%

あ る と答 え た人 はどの よ うな植物 ですか 。

カ イワ レダイ コ ン13.3%(室 内 での水 栽培)

ミニ トマ ト9.2%(室 内 での水栽培)

トマ ト12.3%(花 だん)

しその葉6.1%(花 だ ん)

少 数 意見 と して,

の があ った。

イ チ ゴ,ス イカ,

枝 豆,な ど

次のような も

キ ュ ウ リ,

③ あなたは野菜類を栽培するとしたら何を栽培 したいですか。またそれは可能であると思い

ますか。

栽培 したい野菜と人数 可 能 不可能

ダイ コ ン40.0% 33.8% 6.1%

ジ ャガイ モ36.9% 36.9% 3%

サ ツマイモ33.8% 27.6% 6.1%

キ ュウ リ24.6% 21.5% 3%

ナス21.5% 18.4% 3%

イチゴ15.3% 12.3% 3%

〈考察〉

実態調査 の結果,約 半数の生徒が栽培 に興味があることが分か り,家 庭での栽培経験につい

ては,半 数 の生徒の家庭で栽培が行 われている。栽培 に使用 した場所や施設 は,室 内における

水耕栽培や花だんのすみに植えるような簡易的な栽培方法によるものが多いので,栽 培す る種

類 は限定 されるが,生 徒が栽培 したい野菜 とは異なる結果が得 られた。

そ こで,土 地環境の比較的良好でない場所において も,生 徒が経験 したことの少ない露地で

のカブの栽培をさせ ることを通 して,生 徒一人一人が進んで創意工夫 し,主 体的に学習す る態

度を育てる指導法の工夫にっいて研究を進 めることとした。

一4一

)〉

)



)

)

② 題材 の選定

作物を露地栽培やその他 の方法によって育て る。

題材 としては,生 徒の興味 ・関心を高 めるために,食 べ られる作物を前提 と した。

(3)指 導計画(計20単 位時間 として)

時 間 指導の流れ 指 導 内 容 留 意 事 項

2 ア ン ケ ー ト ・身近な環境問題 ・知 って い る ことを ノー

導 栽培と生活 ・広い視野からみた食料事情 トに ま とめ させ,そ れ

入
・都市化と作物生産 を発表 し,意 見交換 を

させ る。

5 栽培計画 ①露地栽培とその他の栽培方法の生育 ①生育記録を準備す る。 ・

条件 ②学校内の栽培条件を調

②作物の種類 べ させ る。

③学校内の校庭,ベ ランダなどの立地 ③露地栽培の場所を決め

展
条件(日 照,時 期,土 壌) させ る。

④栽培可能な作物の選定 ④その他の栽培方法を決

⑤栽培計画の立案 め させ る。

6 畑づ くり 決めた畑での実習 ・用具を準備す る。

・土 お こ し シ ャ ベ ル,ふ る い,く わ

・中和作業 消石灰など

・うねづ くり

5 栽培方法 ・露地栽培 とその他の栽培方法による ・生育の記録をとらせる。

作物の栽培 ・灌水等 の係を決めさせ

・間 引 き る 。

開
・中耕

・除草,病 害虫の防除

・追肥

・土寄せ

ま
2 収穫 自分の住んでいる地域環境とこれか ・収穫 して試食させ る。

と 自己評価 らの栽培 ・自己評価の項 目をあ ら

め
か じめ提示す る。
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(3)指 導事例

ア 本時の主題

イ 本時の目標

土 の化学的性質(土 のpH)

① 生育に適 した土 の酸度 とpHの 測定方法を理解する。

② 土壌酸度の調整の仕方 にっいて知 る。

③ 実験を通 して,土 の環境 による変化 を知 る。

④ 実験 データを正 しく読み取 り,自 主的に考え る能力 を養 う。

ウ 指導過程(50分)

指導 内容 時間 学 習 活 動 指導上の留意点 評価の観点 教材 ・資料

土の化学的性質 5分 酸性雨のもたらす 身近な環境問題 環境に対する
土壌への変化につ に対する意識を 関心が深まっ
いて考 え る。 高 め る。 たか。

土の酸度の測定
方法

5分 礪謡 籠男その他の土壌酸
度の測定方法に

測定方法が正
しく理解でき

pH指 示 薬
pH廷 度チャー

法を知 る。 っ いてふ れ る。 たか。 ト

生育に適当な 5分 代表的な野菜の生 酸性土壌は一般 野菜の成育と 植物適性土
pHの 値 育 に適 したpH値

を知 る。
的に野菜の栽培
に適さないこと

土壌酸度との
関係が理解で

壌度表

を強調する。 きたか。

土壌酸度の調整 5分 pHを 変化 させ る アルカ リ土を酸 酸度の調整の 鹿沼土
の仕方 ための調整方法に 性にする例は少 必要性につい 消石灰

ついて理解す る。 ないことを強調 て理解できた
す る。 か 。

供試用土の酸度
測定実験

15分 校庭,花 壇,裏 庭
か ら採取 した供試 離騙繋籍

正 しいpH値
の測定が実践

供試用土(
3種 類)

用土 のpH値 を測
定す る。

を理解 し,正 し
く実験を行 うこ

できたか。
土壌酸度に関 ビ ー カ ー

(1班4,5名) とを伝 え る。 す る興味,関 計量カ ップ
土を溶かす水に 心が高まった 蒸留水
は蒸留水を使用 か 。 測定結果集
す る。 計表

栽培に適する酸 実験 データが 測定結果集
実験のまとめ 5分 採取場所による 度の調整を考え 正 しく読み取 計表

藤i農激 の原
させなが ら考察
をまとめるよ う

れたか。

実験の考察を 考察記入用
考察 をま とめる。 に指示する。 通 して土壌と 紙

生育の相互関
連が理解でき
たか 。

実験結果の創意 実験結果に対 各班の実験
実験結果と考察 10分 班 ごとに結果 ・考 に つ い て は,そ す る興味 ・関 デー タを ま
の発表 察を発表す る。 の原因を考えさ 心が高まった とめる表

せ る 。 か (板書)

工 評 価 ① 野菜の生育に適する土壌を正 しく理解できたか。

② 土壌の酸土測定の必要性と調整法が理解できたか。

③ 野菜の成育に必要な環境を学習 して,栽 培に関する興味 ・関心が高

まったか。
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〈 授 業 の よ う す〉

淑冷

3.研 究のまとめと今後の課題

(1)研 究 の成果

・ 都市における露地栽培の条件を満たす野菜の殺培を通 して,生 徒の高い関心と意欲及び

主体的に学習す る態度 を養 うことがで きた。

・ 土に触れることの少 ない生徒に対 し,実 習場所 の開拓か ら始めたことにより自分たちで

やり遂げた成就感 は高 く,単 に技術 の習得ではない豊かな体験教育にっなげることがで き

た。

(2)今 後の課題

本研究員 は,技 術 ・家庭科の年間計画 の中で敬遠 されやすい傾向のある 「栽培」領域を取 り

上 げ,「 栽培」領域の実施 を啓発す るという願 いを込 めて研究に取 り組 んで きた。教 師向 けに

行 った調査では栽培学習の重要 さは十分 に意識 していなが らも,実 習 の場所や授業時間の問題

が実施を拒んでいる大 きな要因 となっていることが明確になった。 しか し,菊 等の観賞用 の題

材 は少なか らず取 り組 まれており,実 習環境の確保がで きれば実施で きる可能性 は大 きいと考

え られる。

また最近 は環境教育が重要視 され,体 験的 ・実践的な学習を中心 とす る技術 ・家庭科に大 き

な期待が寄せ られている。特に栽培領域で は野菜など食料生産 にかかわ ることや,身 の回 りの

環境か ら地球環境問題へ発展 しやすい題材であ り,教 師の意識 を啓発す る意味でも講習会や研

修会 の継続的な実施 と様 々な題材による授業の実践が重要 と思われる。 さらに,実 習地の確保

にっいても学校以外の土地利用 などの工夫が大切である。
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[情報基礎]領 域

1.研 究の進め方

(1)領 域設定の理由 と研究の重点

今 日の科学技術 の進歩 はめざま しく,特 にコンピュータの発達は,社 会や文化 に大 きな変化

をもたらした。その結果,コ ンピュータは私達の生活のあらゆる部分 に入 り込み,日 常生活を

便利 に し,ま た,生 徒が社会や家庭で簡単 にコンビ3タ を利用できる機会 も多 くなった。そ

の反面,情 報化社会 と呼ばれる現代 にあって,私 達 の身のまわ りには様々な情報が氾濫 し,情

報に対す る価値観 も多様化 し,正 しく情報 を処理 し活用することが困難に もなって きた。

こうした時代の中で,中 学校教育 において も,新 学習指導要領に 「情報基礎」領域が新たに

設け られるなど,学 校教育を通 して,情 報を適切に活用する能力を育成す ることが必要 とされ

ている。

そこで本研究では,「 情報基礎」領域を研究に取 り上げ,本 年度はプ ログ ラムの作成の中で

「生徒一人一人が進んで創意工夫 し,主 体的に学習する態度 を育て る指導法 の工夫」 にっいて

研究 を進めることとした。

また,研 究に当たっては,領 域の趣 旨を踏 まえ,今 までの学習指導上の問題点等を考慮 しな

が ら次の視点 に立 って指導法を工夫することを研究の重点 とした。

1.成 就感の得 られるプログラムを作成 させ るための題材 を準備 ・検討 し,学 習意欲を高め

る指導法を目指す。

2.生 徒一人一人 の個性 ・適正 にあったプログラム作 りの指導法を目指す。

3.二 人に一台のパ ソコンを,よ り効果的に使用 させ るための,よ りよい学習形態,指 導形

態を目指す。

なお,プ ログラムに用いる命令語にっいては,必 要最小限にとどめ,基 本的な情報処理の手

順 を理解 させることに留意 した。

② 研究 の構想

研究を進めるに当たり,コ ンピュータに関 しての興味 ・関心や知識などにっいての調査を行

い,そ の結果を基に次のような研究の構想を立てた。

生徒の実態調査
(分析と考察)

指導計画の作成
(情報基礎領域 ・単元)

授業の実践

教材の開発

評価 ・改善

研究のまとめと
今後の課題
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2.研 究の内容

(1)実 態の分析及び考察

研究を進 めるに当た り,東 京都立教育研究所 ・科学研究部産業教育第一研究室 における 〔中

学校技術 ・家庭科 の 「情報基礎」領域に関す る基礎的研究 〕,杉並区研究資料 〔技術 ・家 庭科

教育 におけるコンピュータの活用方法 〕や研究員が所属する学校の実態 などを参考に,生 徒の

コンピュータに関す る興味 ・関心及 び実際の授業での問題点 を分析 した。

分析の結果,学 校等 において コンビ3タ の利用が進み,操 作 した経験が増えるに従 い,コ

ンピュータに対す る関心は男女共高 くなって きている。また,内 容 としては,コ ンピュータの

操作 そあものと,プ ログラムの作成や グラフィックソフ トの操作 に関 して高 い関心 を示 してい

る。

反面,内 部の仕組みや働 き等についての関心 は低 い。また,わ ずかではあるがまった く関心

のない生徒 もいる。

実際の授業の問題点 としては,① 専門的な内容にな ると興味を示さな くなる生徒が多 くなる。

②習熟度や経験 の違 いなどにより進度や理解度 に大 きな差がでて くる。③二人で一台のパ ソコ

ンの有効 な使 い方などがあげ られた。

以上のことか ら,指 導内容は,生 徒の興味 ・関心や能力 などを考慮 して理解 しやすい基礎的

な内容にとどめ,プ ログラムに関する初歩的な知識を中心 に,次 の3点 を指導目標 として指導

計画を作成 した。

ア 情報 をコンピー タで管理,処 理す る基本的な知識の理解

イ コンピュータの初歩的なプログラムに関す る知識 とソフトなどの大 きなプログラムの理解

ウ コンピュータが管理,処 理する情報の もっ生活の中での価値や役割

指導項目(時 間) 指 導 内 容 ・ 留 意 事 項

1私 達の生活 と ・情報伝達の しくみの発達 ・学習の内容,目 的を把握 させる。

コ ン ピ ュ ー タ ・いろいろな情報機器 ・普段の生活で利用されているコンビ

・日常 生 活 の 中 で の コ ン ピ ュー タの ユ ー タ を認 識 させ る 。

利用 ・社会で利用 されている情報の価値を

・現代文化と情報の価値 認識させる。

(1) ・情報基礎学習のねらい

2コ ン ピ ュ ー タ ・コンピュータの基本的な構成と各部 ・コ ン ピュ ー タが ど の よ う な機 械 か,

の仕組み の機能 何ができるのか理解させる。
・ソ フ トゥ ェア の機 能 ・ソ フ トウ ェ ア とハ ー ドウ ェ アの 関 係

を理解させ る。

(2)
・専門的にならないようにする。
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3コ ン ビ3タ ・装置の起動 と終了 ・ワ ー プ ロ ソ フ トを 使 って 簡 単 な 演 習

の基本操作 。キ ーt一 ドの 操 作 をさせながら操作に慣れさせ る。

・ソ フ トウ ェ アの 起 動 ・操作経験のある生徒用の課題を用意

・フ ロ ッ ピ ィ デ ィス クの 取 扱 い す る。

(5) ・文字の打ち込みと漢字変換

4プ ロ グ ラム の ・プ ロ グ ラ ム言 語 ・簡単なプログラムの演習で興味を引

作成と実行 ・基本的なプ ログラムの構成 き出 す 。

・実 行 ,保 存,管 理
・グループごとに課題を用意する。

・プ ロ グ ラム の利 用 と ソ フ トウ ェア の ・予 め用 意 した メ ニ ュ ー プ ロ グ ラ ム に

(12) プ ロ グ ラム 結合 させ情報の利用を理解 させる。

5コ ン ピ ュ ー タ ・表 計 算,図 形 作 成,デ ー タ ベ ー ス な ・ソ フ トウ ェア の そ れ ぞ れ の 目的 に あ

の利用 どの ソ フ トウ ェ ア の 操 作 った利用を理解させる。

・コ ン ピュ ー タの 利 用 方 法,利 用 分 野 ・社会や生活の中で様々な分野で活用

(8) で きる道具であることを理解させる。

6生 活や産業の ・情 報 と私 達 の 生 活 ,プ ライ バ シ ーの ・コ ン ピュ ー タの 便 利 さ と と もに コ ン

中で情報やコン 問題 ピュー タの もっ危険性 に気付 かせ

ピ ュ ー タが果 た ・情報の価値 とモラル る 。

している役割 と ・コ ン ピ ュ ー タ の利 用 と健 康

影響 ・こ れ か らの コ ン ビ3タ の 利 用 と役

(2) 割

(3)指 導事例

ア 単 元

イ 単元の目標

プログラムの作成 と実行

・基本的なプログラムの構成 を理解 し,大 きなプログラムの構成を知 る。

・プログラム言語 を知 る。

・簡単なプログラムが設計 どおり作成できる。

・プログラムの実行,利 用ができる。

ウ 単元の指導計画

(12単位時間)

工 本時の目標

(プログラミング)

オ 対 象

・BOX ,円 を描 く。BOX,円 に色 を付 け る1時 間

・座標系 ,行 番 号 にっ いて1時 間

・キ ャラク ターの移 動1時 間

・レイ アウ トシー トによ る,画 面 ・プ ロ グラムの設計2時 間

膿盤 難 灘醗灘 灘灘羅灘 灘灘灘購獺 騨本時)
・点検及びまとめ1時 間

・いままで学習 した命令語を使い課題のプログラムを作成 し実行す る。

・作成 したプログラムを結合させて大 きなプ ログラムの構造を知 る。

第3学 年40名(男 女共学)

⊃

)
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力 指導展開例(プ ログラミング学習6単 位時間の うちの5,6時 聞 目)

指導内容(時 間) 学 習 活 動 留 意 事 項

・各 グループで作成 したプ ログ ・各 グル ープ ごとにプ ロ ・メ ニ ュ ー の プ ロ グ ラ ム で は
,

ラムがそれぞれ独立 して実行 グラムを実行す る。 選択肢を選択すると他のプロ
で きるプ ログラムで あ る こ グラムを呼び出すのでエ ラー

と 。 がでるが間違いではない こと
・完成 したプログラムの実行 と ・実行 される画面を観察 を知 らせ る。

画面 ごとのプログラムの リス す る。 ・プ ログ ラムの中 で他 のプ ロ グ

ト ラムを呼出なが ら動いている
・大 きなプログラムが小 さなプ ・説 明 を聞 く。 ことを図を使 ってイメー ジ化
ログラムのかたまりであるこ し,学 習の見通 しを立てさせ

と。(10分) るよ うに工夫す る。

・プ ログラムの結合の仕方 ・説明を聞 く ・行を書 き加えるのではな く別

・MERGEと い うコマ ン ド命 ・自分の名前をプ ログラ のプログラムと して結合 させ

令 ムに書 き込む。 ることに注意させる。
・机間指導を行 い個々に応 じた

(40分) 指導をす る。

・主 プログラムの構成 ・説明を聞 く ・他 の グループの プ ログ ラムを

・主 プ ログラムを 自分 の すべて各自のFDに 入れない

FDに 取 り込む とメインプログラムが実行で
・メイ ンプ ログラムの実行 と確 ・実際に実行 しゲームを きないことに気付かせる。

認
ノ ー,●

イ丁 つo
・全体の流れが把握 しやす いよ

うに フローチ ャー トを掲示 し

工夫す る。

(30分) ・評価①

・大 きなプ ログラムが小さなプ ・自分 の プ ログ ラムの場 ・目標の達成について,自 己評
ログラムの積み重ねによって 所を確認する 価票を用いて把握する。

成 り立 っ こと。 ・自己評価票に必要事項 ・評価②③

・自己評価 の仕方(20分) を記入す る。

キ 評 価 ①作成 したプログラムを主 プログラムに結合 できたか。

②大きなプログラムの構造が理解で きたか。

③課題への取組 みが意欲的にできたか。

ク 指導上の工夫6人 を1グ ループとして1ク ラス6グ ループを編成 し,1グ ループ3台

のパ ソコンを用いて授業 を行 う。また,進 んで創意工夫 し,主 体的に学習する態度を育てる

ため,次 のような点に配慮 して単元 「プログラムの作成 と実行」の授業計画を立てた。

① 個に応 じて発展,応 用が可能 な迷路 を題材 とす る。

② ゲーム画面の設計が個々にできるよ うに レイアウ トシー トを用意す る。

③ グループ化を図 り,お 互 いに情報を交換 しなが ら個々の作業ができるようにす る。

④ 複雑 な部分を含むメイ ンのプログラムは教師側が提供す る。

⑤ 大 きなプ回グラムを分けた小 さなプログラムを,グ ループごとに題材 として与える。
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ケ 授業 の結果及び考察

プログラム課題がゲーム画面の設計であるため,生 徒が画面構成の段階か ら興味をもって取

り組め,さ らに進度 に応 じて工夫す ることもで きた。また,少 ないコマ ンドで設計 できるため

プログラ ミングが短時間でできた。

授業の流れを フローチ ャー トに表 して掲示 したため,全 体の流れが理解で き,自 分の作業に

見通 しを もって取 り組めた。

結合 したプ ログラムを見せ,個 々のプログラムを紹介すると感動の声 も聞かれた。また,実

行す る事 で,大 きなプログラムが小 さなプログラムの集 まりであ ることが理解できた。

作業を グループに分 けたことにより,活 発な発言や情報 の交換が多 くみ られ,主 体的な学習

態度で進 め られた。また,プ ログラムを結合する際,短 時間で作業が行えた。

3.研 究のまとめ と今後の課題

(1)研 究 の成果

・ プ ログラム課題 をゲームとしたことで生徒に興味 ・関心を もって学習 に取 り組ませるこ

とがで きた。

・ ほとんどの生徒がプ ログラムを完成 し実行す ることができ,プ ログラム学習 を通 して コ

ンピュータの働 きや仕組みについて理解 させ ることがで きた。

・ それぞれが作成 したプログラムを結合 し,そ のプログラムを実行す ることにより,大 き

なプ ログラムの仕組みを理解 させることがで きた。

・ 情報の利用やコンピュータの価値 を理解させることがで きた。

・ グループごとにプログラム課題を与えたことにより,自 主的 に協力 し課題を解決するこ

とがで きた。

・ 各 自でプログラムが工夫できるため,独 自にプログラムを発展 させ る生徒 も見 られた。

(2)一今後 の課題

・ 課題を迷路に限 らず,個 々の生徒が工夫 しやすいように,工 夫する必要がある。

・ 学者が円滑に進むよ うな協力体制をっ くるためにより効果的な,暉グループ分 けの仕方に

ついて研究す る必要がある。
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[家庭生活]

1,研 究の進め方

(1)「 家庭生活」領域の設定 の理 由

中学生 は,本 人 も周囲の もの も消費者 として一人前 と認め,自 分の意志で購買行動を行 う

ことが多 くなる。それ故,物 資やサー ビスを購入す ることに対する興味 ・関心は高 くなる。

反面,家 庭全体の収入や支出にっいては深 く考えずに過 ごしていると思われ る。また家庭

によっては,家 庭の経済状況などは子供が知 るべ きではないと考えているところ もあり,現

実が見えないまま生徒は大量生産 ・大量消費の渦の中に巻 き込まれて しまうこともある。 こ

の時期 に家庭の経済にっいて学習 し,家 族の一員 として家庭の経済 に関心をもち,よ りよい

生活を実践す ることは,自 分 と家族 との関係を見っめ直 させ ることであ り,消 費者 として生

活者 としての自覚を高めさせ ることである。

そ こで,「 家庭生活」領域 の中の②家庭の経済の項 目,特 に 「家庭の収入 と支出」 におい

て,生 徒一人一人が主体的に学ぶ態度 を育てる指導内容 ・方法の工夫 を探 りたくこのテーマ

を設定 した。

(2)研 究の構想

①実態調査 の集計 ・分析 ・考察をする。 ②研究主題に基づいて仮説を立てる。

③学習 目標 を明確に し,指 導計画を立てる。

④生徒 の興味 ・関心 を高め,意 欲的 に学習を進めるために,シ ナ リオを活用 した指導方法の

工夫 を中心 に,学 習資料 ・教材 ・教具及 び指導内容の研究を行 う。

⑤授業研究を行 い,そ の結果を考察 ・評価 し,学 習資料 ・指導法の工夫 ・改善を図 る。

⑥研究のまとめを行 い,今 後の課題を整理する。

2.研 究の内容

(1)一実態調査及び考察

研究を進めるに当た り家庭の経済に関する生徒の興味 ・関心,及 び消費者 ・生活者 として

の自覚 の実態を調 べるためアンケー ト調査を実施 した。この実態調査は,都 内公立中学校5

校の第1学 年の生徒420名 を対象 として,平 成5年7月 に実施 した。

〈質同1>

あなたの家庭の経済の状況がおおまかに

わか りますか.
AXIOO驚

男

女

全

一子 こ======コ ■■■■■■■■■■

子C===========コ ■■■ ■■■

体 ⊂==========幽 ■圏 圏■■■■

は い いいえ

〈質問2>

あなたは、あなたの家族が1か 月生活するの

に、どのくらいお金がかかるか知っていますか.

0%100%
一 一 一

『底帆いば

子

子

体

男

女

全
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)

)

<質 同3>

大人の人が一人暮らしをするとしたち、1か 月にいくらくらいの収入があれば生活していけ

ると思いますか.
ozloo駕一

ロ10万 円未満 厨25万 円 位

全 体u… …モ三 囲1募 器 爵1躍腱

皿20万 円 位

実態調査 の結果,半 数以上の生徒は自分の家庭の経済状況 はおおまかに分か っていると答

えてお り,特 に女子に この傾向がみ られた。 しか し,約74%の 生徒が,実 際の1か 月にかか

る生活費を 「知 らない」 と答えている。家庭の経済 はおおまかに知 っているような気がする

だけで,実 際にははっきり分か らないのが現状だということが分かった。

次に,大 人の人が一人暮 らしをす るのに必要 な金額 は,約 半数の生徒が30万 ～40万 円以上

と答えている。 これは,東 京 における平均的 な金額 よりも多 いと思われる。

これ らの結果か ら,中 学生の この時期に家庭の経済にっいて関心を高め,現 実を知ること

は,家 族 の一員 として協力す ることがで き,ま た,自 立 した経済生活を営むための能力を育

てるためにも重要であると考えた。

② 仮 説

生徒一人一人が,家 庭 の経済に関心をもち,家 族の一員 としての意識を高め,自 らの家庭

生活をよりよ くしようとす る意欲や態度を育てるためには,下 記の5点 を柱に研究を進 めれ

ばよいと考えた。

① 家庭の経済に対す る興味 ・関心が高 まる学習活動 を用意す る。

② 一人一人が創意工夫できる教材 ・教具を用意す る。

③ 認識を広めるために,課 題 にっいてグループで話 し合 った結果を発表する場を設定する。

④ 家庭の経済 に必要 な認識 の定着を図るため,模 擬体験的学習を重視す る。

⑤ 家族 の一員 としての自覚を高めるような言葉かけをす る。

(3)指 導計画(計6時 間)

① 家庭の収入 と支出を知 ろう2時 間(本 時)

② 物資 ・サービスを じょうずに選択 ・購入 しよ う2時 聞

③ 契約 とクー リング ・オフについて知ろ う1時 間

④ 消費者 としての自覚 をもとう1時 間

一15一



(4)指 導事例

① 小題材名 家庭の収入と支出

② 目 標 ア 家族の一員 として家庭 の経済にっいて関心を高める。

イ 家庭生活を維持するための収入と支出の内容を理解する。

③ 展 開(100分)

学習内容 学 習 活 動 指導上の援助 ・留意点 評 価 の 観 点 資 料

ア ンケ ー ・掲 示 さ れ た ア ンケ ー トか ・家庭の経済に対する認 ・ア ンケ ー ト結 果 を 読 み と 掲示物
ト結果の ら家庭の経済にっいて考 識の不十分さを分かる ることができたか。
提示 え る。 よ うに ア ンケ ー ト結 果 (知識 ・理解)

を提示する。
本時の目 ・本時の目標を確認する。 ・本時の目標課題を明確 ・本時 の 目標 が分か った

標の確認 にす る 。 か 。(関 心 ・意 欲 ・態 度)

ドラマ の ・代表生徒が ドラマを上演 ・あ らか じめ 配役 を決 ・ ドラ マ の 内容 に っ い て 理

鑑賞 し,そ の他の生徒は ドラ め,ド ラ マが 上 演 で き 解できたか。
マを鑑賞す る。 るよう指導する。 (知識 ・理解)

・ドラマを熱心に鑑賞 した

か 。(関 心 ・意 欲 ・態 度)
ドラマ の ・シ ナ リオ を読 む 。 ・シナ リオ の プ リン トを

内容の確 ・鈴木家の既 に決まってい 配布 し,よ く読むよう ・鈴木家の既に決まってい ドラ マ

認 る支出と収入をプ リント に助言する。 る支出 と収入が分かった の プ リ

に記入 し,発 表する。 か 。(知 識 ・理 解) ン ト1

1ケ 月 の ・班 ごとに1ケ 月間どのよ ・自由な発想ができるよ ・1ケ 月の支出にっいて予 資料1
支出の予 うな過 ごし方をしたか考 う,様 々な家族がある 想することができたか。 資料2
想 え,支 出を予想 しプ リン ことを助言する。 (創意工夫)

トに記入する。 ・資料 として価格表を各 (知識 ・理解) 価格表
班に配布する。

発表の準 ・記録者,発 表者を決め記 ・班の話 し合いに積極的に 画用紙
備 録 カー ドへの記入や,発 ・発 表の仕 方を指示 す 取 り組んだか。 マ ジ ツ

表の準備をする。 る 。 (関心 ・意欲 ・態度) ク

1ケ 月 の ・班 ごとに予想 した支出と ・発表が円滑に進むよう ・班で 協力 して発 表 した マクネッ

支出の発 1ケ 月の残金を 発表す 助言す る。 か 。 ト

表 る 。 ・各班のカー ドを掲示す (関心 ・意欲 ・態度)
る 。

・他の班の発表を聞き自分 ・感想は,発 表 した支出 ・他の班の発表を真剣に聞 学習プ
の班では考 えっかなかっ の内容にっいて記入す い た か 。 リ ン ト

た支出と感想をプ リン ト ることを助言する。 (関心 ・意欲 ・態度) 2
に記入する。 ・各班の発表に対する質

発表のま ・いろいろな支出があるこ 問があったら取 り上げ
とめ と を知 る。 る 。

家庭の支 ・発表された支出について ・発 表 され た カ ー ドに一 ・支出を分類することがで 色マジッ
出の分類 分類す る。 例を示す。 き たか 。 ク

(知識 ・理解)
家庭の収 ・家庭の収入の種類にっい ・発表の内容を整理 し黒 ・収入の種類 と内容を理解

入 て発表する。 板 に ま とめ る。 し たか 。

(知識 ・理解)
まとめ ・授業の自己評価をしプ リ ・プ リン トを 回 収 す る

。 ・家庭の経済に関心 。意欲 資料3
ントに記入する が 高 ま った か 。

(関心 ・意欲 ・態度)

次時予告 ・次時の予告を聞 く

》

ル

④ 評 価 ア ドラマを通 して家庭の経済 にっいて興味 ・関心が高 まったか。

イ 班の話 し合いに積極的に参加 し,主 体的 な学習ができたか。

ウ 家庭の収入 と支 出の内容を理解で きたか。

‐is‐



[資料1](総 務庁統計局 「家計調査年報」平成3年 より,1世 帯の1ケ 月間の消費支出が34万 円である
こ とか ら支出を30万 円とした。)

ドラマ 鈴木家のお金物語

)

登場人物(鈴 木家4人 家族)
父,母,花 子(中3),太 郎(中1)
4人 家族の鈴木家では,母 が実家の母親の看病で1ケ 月ほど家をあけることになった。父 と,太 郎

花子の3人 で1ケ 月暮 らすことになったのである。
さて出発の前の日……。

母

子

郎

父
母
花
父
太
母

郎太
母

郎
子

太
花
母

さて母親 を送 り出 した父,花 子,太 郎 は食事を分担 しなが ら,
そ して,母 親が帰 ってきた夕方……。

明日から1ケ 月いな くなるけど現金で15万 円,銀 行の通帳に15万 円残金があるか ら,よ ろ しく
ねお父 さん!
うんわかったよ。ち ょうど給料日までの1ケ 月がんばるよ。
食事の準備は花子頼むわよ。買い物をして,料 理するのよ。
う～ん。大変だけど調理実習でや ったのを生かしてがんば るわ。
花子 も勉強があるか ら,た まには出前をとったり,外 食す るぞ。
やったあ一。 レス トラン○○のハ ンバーグが食べたかったんだ。いっいくの一。
ダメダメ。なるべ く外食をしないように。添加物とかよくないものがはいっているんだか ら。
それに太郎は,フ ァミコンのカセットがほしかったん じゃないの。
うんほしいんだよな一。○○○○○○ っていうのがほしいんだよ。
じゃあ1ケ 月後母 さんが帰 ってくるまで,が んばって,姉 ちゃん,父 さんの手伝いを した ら,
買 ってあげましょう。
やった一。がんばるぞ。
太郎ばっかりずるい。私 も修学旅行で着るスカー トがほしいんだ。
わかったわ。1ケ 月後にね。 ところで,銀 行の通帳か ら,家 賃と水道代,ガ ス代,電 気代が15
日頃ひかれることになっているからね。お父さんめんどうかけますが,よ ろ しくね。(15万 円
入 った封筒を渡す。)

1ケ 月を過 ごした。

む球旭
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の 整 …哩

1,鈴 の1ヶ 月の収入はいくらかな?

〔糠/防 琳 κ石 ・・ 妨 ・〕
2,最 初に鈴木家のすでに決まっている支出をあげてみよう!

鈴木家は1ヶ 月どんな生活をし、どんな支出をしたのだろうか。次の表に書響出し

てみよう1

[資料2]
ド ラ マ の

支出の内響 金 額 支出の内容 金 額

/2々 円 9ハ ～渦 ノ,..,.一 一,一貧

.丞 逆.盛.一_,

イ,・入 イ曵

一一肋 姻 一_電 需 べ

%姻 …際 代
70〃o円

∠麺 阻__.

1よ〃 円

電気代 韻い物 代 ノろ 円

,えま猛 魚 ・1

液鯖 の!銭...

ヲ画 代

/000円 (途中省略)

..1」.白

/7360 1合rr 23石9960

カー ド記鍾者

死表者
一一
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〔資料3]授 業のまとめのときに各自記入 し、評価 した。一
1、 ドラマの内容を理解 し、開 し・をもって

見ることがて きたか。

2、 班の話 し合いに積極的に参加で きたか。

3、 家庭の収入 ・支出について理解できたか。

4、 家庭生活で、計画的なお金の使い方に協力

しよ うと思うか。

5、 学習 した ことを、今後の生活(こ っかい

の使い方)に 生か していこうと思うか。

～
ト

とちらと

はい いいえ もいx$い

1-一 一一一→

1-一一一一一トー一一一→

一

ト ー+一 一一一

トー一
3.研 究のまとめと今後の課題

中学一年生における家庭 の経済状況への認識 は,ア ンケー ト調査を見る限りば く然 とし,

知識が うすいという結果を得 た。

そ こで,家 族の一員である生徒一人一人がまず興味 ・関心を もっよう,主 体的な学習を促

す方法 として シュミレー ションをとり入れてみた。 ドラマのシナ リオ作 りにあたっては,い

くっかのパ ター ンが出来上がったが,本 時の授業 には家庭の支 出に重点 を置 き,簡 単明瞭で

生徒が興味 ・関心 を示すような内容 のものを選んだ。

班 ごとの収入の使い途 にっいての話 し合いでは,そ れぞれが模擬家族の一員 として有効な

使い方 を考え,工 夫 し協力 して予算内にまとめるという主体的な動 きを多 く見 ることがで き

た。

具体的な使 い途 は,家 庭生活 に必要 な支出品目がほぼ出てお り,模 擬体験的学習 として一

人一人がその役割に興味 ・関心を もって,意 欲的に取 り組む ことが出来たと考え られ る。さ

らにグループでの話 し合いでは,生 徒側か ら積極的な質問が多 く出て,ず ば り答えるという

よ りもなるべ く考える資料を提供するよ う支援に徹 して,机 間指導を行 った。

各班 の発表に対 しては,中 学生 らしい活発な意見が多 くあげられた。実生活を想定 し,新

聞代がない・交通費が出ていないといった意見や,支 出項目にス トー リー性をもたせ,そ れ

をさらに追求す る質問が飛び交 うなど,か なり関心が高 まったように思われ る。また,家 庭

の経済 にっいて は,小 学校家庭科では,買 い物の仕方 ・金銭の使い方を学 び,中 学校社会科

の公民では,生 活 と経済 というように,内 容の理解に重点が置かれている。 これ らの関連を

ふまえた上で,よ り主体的な学習活動がなされるような授業 の展開を考えることはもちろん

だが,最 終的には,実 生活でいかに実践す るか,と いう生徒側の姿勢 にかかわ って くる。

本時,2時 間の授業 に関 しての生徒の自己評価では,半 数が今後の家庭生活で生か してい

きたいと答えているが,今 回学んだ ことをす ぐ生活に生かす とい うことは,難 しい点 も多い。

家庭の経済の学習を段階を追 って進めてい く上 で,さ らに興味 ・関心 をもたせ,男 女 ともに

意欲的 に活動す ることのできる教材の開発に努 めていきたい。

〉〉
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)

[食物]領 域

1.研 究の進め方

(1)「 食物」 領域の設定の理由

平成5年 度か ら実施 された学習指導要領において,技 術 ・家庭科の 「食物」領域 はすべて

の生徒が履修す ることになっている。現行まで,食 物1・2・3の3領 域を各学年 ごとで継

続的に扱 ってきたものが,1っ の領域 にまとめ られ,35時 問に短縮 された。生徒の実態に即

し,個 を生かす指導法の工夫を考えた場合,精 選 された内容 とその充実 を図 る指導計画の作

成が必要である。また,心 身共 に発達の著 しい大切な時期 に,栄 養にっいての知識 ・理解や

基本的技術を体得 させたい。指導法を工夫す ることにより,「 食物」領域 の目標であ る 【日

常食の調理を通 して,栄 養及び食品の性質 と選択にっいて理解 させ,青 少年にふ さわ しい食

事 を計画的に整える能力を養 う。】が達成で きると思われ る。

生徒 は,「塾通いや部活動などで多忙である」「共働 きの家庭が増加 し家族 との生活がすれ

違 いがちである」等の生活実態か ら,食 生活においては調理済食晶を利用 したり,一 人での

食事 にな り易 い。また,経 済的に豊かにな り飽食の時代 といわれる今日,満 足感や見た目に

とらわれる傾向にはあるが栄養 にっいての知識 は乏 しく,基 本的な調理技術の習得は不十分

と考え られ る。

以上の ことか ら,生 徒が主体的に学習する能力 ・態度 の育成 と,創 意工夫を生か した指導

法の工夫 として 「食物」を取 り上 げた。日常食の調理を中心 とした研究を進める中で,選 択

範囲 も広 く,一 食分の献立を立てやすい 「めん料理」を主 とした指導法の改善 に努めること

とした。

(2)研 究の構想

「食物」領域の研究を進めるに当たり,学 習指導要領の目標,内 容及 び先行研究 について

十分 に理解 を深めた上で,研 究の構想を次のように立てた。

① 研究主題に基づいた仮説

② 実態調査の集計 ・分析 ・考察

③ 学習 目標を明確に した指導計画の作成

④ 教材 ・教具の工夫及び作成

⑤ 授業研究 ・検証

⑥ 研究のまとめと今後の課題
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2.研 究の内容

(1)実 態調査及び考察(都 内公立中学校5校 計570名,平 成5年7月 実施)

めん料理 についての生徒の実態 と,め ん料理に必要な技能(野 菜の切 り方,だ しの取 り方)

を身に付 けているのかを知 るためにアンケー トを実施 した。また,ア ンケー トはめんを用い

た料理 の学習の導入に も用 いるため,生 徒が興味 ・関心を もっような項 目を設定 した。

1次 のめ ん 幽 りて い二寸 か い}・ つ く り方

を釦りて いま†か く【の.自 分で つ く7た こ

とがあ りますか{C}.

A冠 うて い る 麺 らな い

93.9XG.1°..

2次 のカ ッアめん をつ くrた ことがあ ります か ・

①ラ ーメ ン

①ざるそば

② カレー うどん

③そうめん

④ スパ ゲ ッテ ィ

ナポ リクン

⑤冷やし中葦

⑦綾 塾そば

B45.4"a

C22.5%

oそ ば ・うどん
ム 　　コ 　xう ロ　　

b

cs.ix

A92.6°'07.4%

A92.6!e諫
齢

g62.1%

C388%

7.4°O

B29.8%

C18.8%

3.7%

菱

　　
　
　

3か つおぶしとこんぷで取る.だ しの取 り方を
鯉 うていますか.

句つている 短らない

ロ ー
20.0°aSO.O:S

4次 の切 り方がで き ますか ・で 塾る

①いち ょう切 り

②脇切り

oせ ん切り

④うす切り

⑤み じん切り

Oさ さがf

⑦ さいの 目

oそ ざ切 り

いなきで

　
　　
　 %702%397

薫
27.0%73.0%

D

多 くの生徒がめん料理を知 っていると答 えている。 しか し作 り方 を知 っていると答 えた生

徒 は,料 理 は知 っていると答えた中の半数以下にな っている。さらに実際にっ くった ことが

ある生徒 は最 も多 いそ うめんで..%で ある。カップめんはほとんどの生徒が作 っている。

めん料理 は好 きでいろいろな種類 のものを食べたことはあるが,作 り方 はあまり知 らない。

自分ではカ ップめんを作 るという生徒の実態が分かった。「好 きなめん料理を作 ってみよう」

を題材にすれば,生 徒は興味 ・関心を高めいろいろな献立を選ぶのではないかと考え られる。

野菜の切 り方について,① ～④ は小学校 で既習の内容であ り,① ～③ にっいてはで きると

答えたものが多い。④ のうす切 りは習 っていても薄 く切るという点で自信がないようである。

中学で学習す る⑤～⑧ の切 り方ではみ じん切 りがで きると答えた生徒が多か った。⑤～⑧の

切 り方 は今後の実習でさらに,正 確な切 り方を身 に付 けさせたい。和風のめん料理に必要な

だ しの取 り方を知 らない生徒は多 い。知 っていると答えた生徒で も,正 確な取 り方が分かっ

ているのは半数以下であった。 これ も今後の実習で とりあげ,身 に付 けさせたい。

》
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)

)

(2)指 導計画(指 導時数35時 間)

授業時数
項目 指 導 目 標 指導区分 指 導 内 容

35

1自 分の生活の中での食事の ・栄養 と ①各自の食事と食物の役割 7

主 役割にっいて考えさせ る。 献立

星
2健 康を維持するために必要
な栄養素の働きにっいて知

②栄養素の働き

年 らせ る。
の 3青 少年の栄養の特徴を知 ら ③青少年の栄養の特質
栄 せ る 。

養 4栄 養所要量について知 らせ ④栄養所要量
と る 。

献 5食 品の栄養的特質を知らせ ⑤食品の栄養的特質

立 る。
6食 品を食品群別に分類でき ⑥食品群

るよ うにす る。

7生 鮮食品や加工食品の品質 ・食品 の ①食品を選ぶ基準の考え方 2

を見分け,用 途に応 じて適 性質と ②加工食品の種類や鮮度の判別
切に選択できるようにす る。 選択 ③生鮮食品の鮮度の判別

m日 に必要な食品の種類と ④一日に必要な各食品群の食品の概

食
口

概量を知 り,献 立を立てる
ことができる。

量と組み合わせ方

口冒

の
9米 ・魚 ・肉 ・牛乳 ・野菜 ・

小麦粉の調理上の性質を知

・実習 の

計画 と
①調理の手順や調理の基礎的技術
②野菜や調味料の適切な取扱い方

22

性 り,適 切な取扱いがで きる 準備等 ③食品の衛生的な取扱い方

質
よ うにす る。

10洗 う ・切 る ・加熱 す る ・調

④調理用具の安全で衛生的な取扱い
方

と 理するなどの基礎的な調理 ⑤調理用熱源の適切な取扱い方

選
操作ができるようにす る。

11加熱操作 として煮 る ・ゆで
⑥適切な盛 り付け方
⑦食器や調理用具の洗浄や適切なご

択 る ・妙めるなどが適切にで み処理方法

/
きるようにする。

12食品や調理用具の安全で衛
⑧食事の食べ方の基本的なマナー

日 生的な取 り扱 いができるよ
うにす る。

常 13調理用熱源の適切な取扱 い ・小麦粉 ①小麦粉の調理上の性質
食 がで き るよ うにす る。 を用 い ②小麦粉を用いた簡単な菓子の調理

の
14食事 の基本的な作法にっい

て知 らせ,適 切にで きるよ

た菓子
の調理

③牛乳の調理上の性質

調 うにす る。 ・米 の調 ④米の調理上の性質

理
理

・魚や肉
⑤米を用いた変わり飯の調理
⑥魚や肉の調理上の性質

の調理 ⑦魚や肉を用いた,焼 き物 ・煮物,
または汁物の調理

・めん の ⑧めん類を用いた調理
調理

生
食活事

と

15適切な食事 の摂 り方につい

て考え,実 践できるように

する。

・適切な

食生活
の実践

①食事の役割の確認
②各自の食生活充実のための実践

4
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(3)指 導法の工夫

日常食の調理 を通 し,次 のように実習を4回 計画 した。班学習を取 り入れ,生 徒が主体的

に学習 し創意工夫できるよ うにした。

① 第1回 『小麦粉を用いた菓子』

実習 の楽 しさ,物 を作 る喜びを体得 させ るため,生 徒の興味 ・関心 の高い菓子作 りを行

う。 また 「調理用具の扱 い方」,「正 しい計量の方法」を身に付 けさせ,家 庭での調理実践

に結 びっけるようにす る。副材料(小 麦粉 ・バター ・砂糖以外)と 飲み物 は各班で選択 さ

せ る。

② 第2回 『米 を用いた変わ り飯 ・すま し汁』

変わ り飯の実習の中で 「材料の切 り方」を学習す る。創意工夫 によりすまし汁の具 は選

択させる。一番だ しの取 り方を学習 し,め ん料理 の実習に生 かせるよ うにす る。

③ 第3回 『肉を用いた焼 き物』

肉の焼 き方 ・盛 りつけ方の参考例 は視聴覚機器によ って視覚 にうったえ,実 践意欲を高

める。っけあわせの 「野菜の種類」 とその 「調理方法」 は各班で選択 させる。

④ 第4回 『めん類を用いた調理』

めん料理 は食生活 に浸透 しているが作 る機会は少ない。めん料理は選択範囲が広 く(和 ・

洋 ・中)一 食分 として整えやすいので,自 由献立 として日常食 の調理 のまとめとした。

ア 「資料提示」の工夫によりめん料理への興味 ・関心を高める。(カラーコピー・めんの本など)

イ 「班学習の導入」によ り,め んの調理上の性質にっいて学習で きるようにす る。

ウ 栄養のバランスを 「グラフ化」す ることにより,創 意工夫 した献立を立て,知 識 ・理

解を深める。

エ 「資料 の活用」によって小麦粉 の調理上の性質を確認 させ る。(グ ルテン標本 ・ビデオ)

オ 各班で作 っためん料理を 「お互 いに試食」 し,日 常食への実践意欲を高める。

上記,第1回 ～3回 の実習においては,① 基本的な調理技能 がで きるようにする,② 生徒

の創意工夫が生かせるよ うに選択の場 を設定す る,(第1回 菓子の副材料 ・飲 み物,第2回

すまし汁の具,第3回 つけあわせの野菜の種類 と調理方法),第4回 では① ア ンケー トや班

学習によって生徒の興味 ・関心を高 め実習への意欲を喚起 させ る,② 既習の技能を生か し,

主体的 に献立を立て させるなど配慮 した。

※ 「グルテ ン」は湿麸 と乾麸の2種 類用意す る。「ビデオ」は小麦粉 か らグルテ ンを採取

する所を撮影す る。

))

))
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(4)指 導事例

① 小題材名

② 目 標 ア

「めん類の特徴や違 いを知 り,わ か りやす くまとめることがで きる」

いろいろなめんの種類や調理上の性質を知 る。

イ 各班 のめん料理の栄養バ ランスが分かる。

ウ 調べたことを分か りやす く発表することができる。

工 各班が発表 したことをまとめることがで きる。

オ 調理実習の分担を決めることがで きる。

③ 指導過程

)

)

学習内容 学習活動 指導上の援助 ・留意点 評価の観点 資料 ・その他

本時の学 ・本時の学習 ・発表 の順序 ,方 法,聞 き ・プ リ ン トNa3

習 にっいて知 方について指導をする。
る 。 ・プ リントの記入方法を伝

え る 。

めんの調 ・班 ごとにめ ・発表は大 きな声で行 うよ ・発表用模造紙に ・発表用模造紙

理上の性 んについて うに助言する。 要点 よくまとめ ・マ グ ネ ッ ト

質 の発表用模 ・各班の発表 ごとに質問時 たか 。(関 心 ・ ・あん料理 の カ

造紙を黒板 間を取 り,知 識 ・理解を 意欲 ・態度,創 ラー写真

に提示し発 深あ るように指導す る。 意工 夫,知 識 ・

表 す る。
・他の班のめん料理 にも興 理解)

・各班 の発表 味 ・関 〔♪が もて るよ うな, ・分か りやす く発

を聞き要点 資料を活用す る。 表 したか。
をプ リ ン ト (関 心 ・意 欲 ・
に記入す る 態度,創 意工夫)
疑問点は積
極的に発言 ・発表を熱心に聞

す る。 き,プ リ ン トに

ま とめ たか 。

(関 心 ・意 欲 ・
態度,知 識 ・理

解)
・めん の調 理 ・発表全体のまとめを行い ・めんの調理上の ・プ リ ン トNa3

上の性質に 補足があれば説明をする。 性質にっいて理 拡大模造紙
っいて確認 ・グル テ ンにつ いて発 問 を 解できたか。 ・栄 養 バ ラ ンス

をす る。 す る。 (知識 ・理解) 拡大用紙

・実習計画を

再点検する。

・実習計画の再点検をさせ

栄養 のバ ランス ・係分担
について助言を行 う。

・めん料理 の栄養

のバ ランスの取

り方が理解でき
たか。

(知識 ・理解)
・班で協力 して係

・湿 麸 グル テ ン

(サ ンプル)
・乾 麸 グル テ ン

(サ ンプ ル)
・グルテ ンの取

り方(ビ デ オ)

分担を決められ
たか 。(関 心 ・

意欲 ・態度)

次時の予 ・次時は計画 ・めん料理 の調理実習を行 }
告 しためん料 うことを知 らせ る。 o

理の調理実 ・次時の持 ち物を確認 させ

習 を行 うこ る。
とを知 る0
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3.研 究のまとめと今後の課題

(1)研 究のまとめ

今回の研究では,調 理実習をで きる限 り多 く実施す る指導計画を立てた。調理実習 という

体験的な学習を多 く取 り入れることで,生 徒の興味 ・関心を喚起 し家庭で実践 しよ うとす る

意欲 を高め,技 能 の定着を図 ることを考えた。

題材を 「めん類 を用 いた調理」 と設定 したことは,生 徒の馴染み も深 く主体的に学習 しや

すか ったようである。さらに,「 めん料理」を作 ってみたいという動機付 けがで きるよ うな

実態調査 を実施 した。調査結果を生徒に提供 した ことにより,生 徒 は自らの課題 に気付 き課

題を解決するという目的をもってよ り主体的に意欲 をもって学ぶ ことができた。

指導に当たっては,VTR,カ ラーコピー,コ ンピュータ等 の教材 ・教具 を活用 した り,

グルテ ンを取 り出す実験的な活動 を用意 した りして,知 識 ・理解 を深 めることができるよ う

に した。また,調 理の基本を押 さえた上で,調 理の材料などを班 ごとに生徒が選択で きるよ

うに したことは創意工夫ができてよか った。班学習を実施 し,自 由研究や研究発表の場を設

け調理方法を自主的に調べ,他 の班の発表を聞 くことによ り,相 互 に学び合 い興味 ・関心を

広げ知識 ・理解 も深まって,意 欲的 に取 り組む様子が見 られた。さらに,家 庭で調理法を聞

いて くるなど,よ り主体的に学習す る姿が生 まれた。

(2)今 後の課題

① 学習内容を精選 し,実 習できる時間をよ り多 く取 り,な おかっ生徒の実態に合わせた指

導計画を立てる必要がある。

② 調べ る九 発表する力を育て るには,他 の教科等 との連携 を図 る必要がある。

③ 評価に関 しては,4つ の観点 ごとに評価の基準 を設 けて検討 したが,さ らに一層の研究

が必要であ る。
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